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1. 研究目的・背景 

本研究の目的は、熱･圧力･光などの外部刺激によっ

て磁性が変化するスピンクロスオーバー(SCO)錯体の

“薄膜状態”における分子振動を調べることによって、

固体状態と薄膜状態における物性変化に関する知見を

得ることである。[Fe(tdap)2(NCS)2]（図 1(a)）は、固体

状態において〜350 K で低温での低スピン(LS)状態か

ら高温での高スピン(HS)状態への SCO 現象が発現す

る[1]。この磁性転換現象は双安定性をもち、分子デバ

イス等[2]の観点から新奇的な材料として期待がもた

れている。また、[Fe(tdap)2(NCS)2]と類似した分子構造

を有する[Fe(phen)2(NCS)2]が固体[3]だけでなく、薄膜

状態でも SCO が発現することが報告されている[3]こ

とから、我々は真空蒸着で作製した[Fe(tdap)2(NCS)2]

薄膜の物性を調べた。 

2. 実験結果 

[Fe(tdap)2(NCS)2]薄膜の磁化率の温度依存性を測

定したところ、図 1(b)に示すように結晶にはなかった

明確なヒステリシス特性が現れた。理論計算によると、

SCO 錯体は分子間相互作用の強さによって磁化率が

様々な特性を示すと報告されている。しかしながら、

ヒステリシス特性がどの要因により発現したのかはま

だわかっておらず、その起源解明は SCO 錯体薄膜にお

ける磁性の基礎研究だけでなく、デバイス実現に向け

た応用研究にとっても極めて重要である。そこで、分

子間相互作用が分子振動に影響を及ぼすことから、固

体状態の[Fe(tdap)2(NCS)2]の赤外分光測定を 300 K で

行った。図 2 に示す 2059 cm-1と 2069 cm-1 に観測され

る吸光度ピークは[Fe(tdap)2(NCS)2]のチオシアネー

ト配位子(NCS)の窒素と炭素の振動に由来しており、そ

のうち後者は HS 状態にあることを示している。本講演

では、薄膜状態での振動とともに、得られた結果から 

 

固体状態と薄膜状態での[Fe(tdap)2(NCS)2]の物性の

違いを議論する。 
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図 1. (a)Fe(tdap)2(NCS)2 分子構造 (b)磁化率(結晶:灰色, 

薄膜:青赤) 

(a) (b) 

 

図 2. [Fe(tdap)2(NCS)2]固体の赤外スペクトル 

2069 cm-1 


